
平成１９年度 学校評価結果から （５月２０日（日）日曜参観）
各評価項目番号の上段は保護者・地域の方々，下段は教職員

保護者や地域の皆様方から，
学校の教育活動に対して，ア
ンケート形式で評価をいただ
くようになって７年目を迎え
ました。
本年度も，５月20日の日曜

参観のおりに第１回目のアン
ケートを実施しました。今回
64名の方々 対家庭数で77.は （

1％ から貴重なご意見をいた）

だきました。
このアンケートは，観点を

決めた評価項目と自由に記述
して頂くものとを併用してお
ります。自己評価ということ
で本校の教職員にも同様の項
目で評価を求めました。その
結果を保護者や地域の方々の
結果と比較したものが左のグ
ラフです。保護者の皆様の結
果を上段に，教職員の結果を
下段に表示し，項目内容が同
じものについては下段は空白
に，少し言い回しが異なる項
目については括弧書きで記載
しました。Ａ は「そう思■
う ，Ｂ は「どちらかとい」 ■
えばそう思う ，Ｃ は「ど」 ■
ちらかといえばそう思わな
い ，Ｄ は「そう思わない」」 ■
を表しています。
課題となっています児童の

発言（項目３）についても少
しずつ評価は高くなっていま
すし,基礎的な学力(項目12)
についても評価が高くなって
います （全校的に見て学力。
定着調査の結果が対前年度比
で３％弱伸びています ）。
今後は，自由記述欄でもご

指摘があったように，時間を
区切って問題を解く力（集中
力）を養うような取組を進め
ていきたいと思いますし，小
中一貫教育も，キャリア教育
の視点で進めていきたいと思
います。また，今年度より小
学校同士の連携を深めていく
ために新たな取り組みも進め
ています。
「なりたい自分の実現」の

ためにこれからも山王教育を
進めていきたいと考えていま
す。
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１．忘れ物をせず，持ち物がきちんとそろっていた

（事前の連絡を行い，忘れ物をせず，持ち物がそろっていた）

２．きちんと先生や友達の話を聞いていた

３．正しい言葉づかいで，自分から進んで発言していた

４．学習内容が分かっていた

５．担任は，心をとらえた授業をしていた

（子どもの心をとらえた授業ができた）

６．いきいきと学習している

（計画的に学習を進め，子どもたちはいきいきと学習している ）

７．友達と仲良く学校生活を送っている

８．学級だよりなどで，日頃の学級での子どもの様子がよく分かる

（学級だよりなどで，日頃の学級での子どもの様子を伝えている ）

９．日頃から担任は子どものことをよ く考えて，指導してくれている

（日頃から子どものことをよく考えて，指導している ）

10．子どものことについて担任に気軽に相談できる

（子どものことを保護者が気軽に相談できるようにしている ）

11．楽しそうに学校へ行っている

（子どもは楽しそうに学校に来ている ）

12．基礎的な学力が身に付ように工夫して授業をしている

13．地域・保護者の方々の協力を生かした授業をしている

14．子ども一人一人が大切にされ，認められる学校である

15．学校は教育目標，教育方針や課題を分かりやすく伝えている

16．教職員はていねいに対応している

（保護者や来校者にていねいに対応している ）

17．学校から配られるプリントなどは必ず見るようにしている

（学校やクラ スからのプリントは遅滞なく配布している ）

18．地域やＰＴＡの行事に積極的に参加している

（教職員は地域やＰＴＡの行事に積極的に参加している ）

19．子どもは友達のことや，学校での様子を話してくれる

（子どもは友達のことや，家庭での様子を話してくれる ）

20．宿題や自由勉強など家庭で学習する習慣がついている

（家庭での学習習慣がつくための指導をしている ）
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第１回学校評議員会から
７月３日に本年度第１回の学校評議員会を開催しました。

９名の評議員さんにご参加いただき，本校の本年度の取組を
説明するとともに，本校の子どもたちの様子について多くの
ご意見を頂戴しました。この中で，
・子どもはストレスをためているのではないか。自分はいい
子でありたいという思いが強すぎるのではないか。
・小さな集団でいることのよさもあるが，集団が固定されて
注意してもよいのに「ドンマイ（いいよ 」で済ましてしま）
う。つまり，こんなことをいうと嫌われるのではないかとい
う気持ちが強いように感じる。このような意味から小・小連
携は進めて欲しい。
・大きな集団だと子ども同士の自浄作用が働くのではないか。
などのご意見をいただきました。これから，本校で考えてい
かなければならないテーマだと感じました。

始めました小・小連携
７月２日（月）に，東九条地域３小学校の３年生106人
が陶化小学校に集まり交流しました。本校の３年生は21
人ですが，学校紹介のあと，全員合唱・合奏，ドッジボ
ールなどをして楽しみました。
子どもたちは，はじめは緊張していたようですがすぐ

に仲良くなっていたようです。感想文でも「みんなで笛
を吹くと音が大きかったで
す」とか「友達がいっぱい
できてよかったです」とい
うものがありました。
保護者の感想も，肯定的

なご意見が多かったように
思います。今後は２年生で
の交流も行っていきます。




